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成功 試投 成功 試投 成功 試投 OR DR TOT
1 0 0 0 0 3 1 2 4 0 6 6 1 1 0 0
2 * 0 0 0 6 0 0 1 0 1 1 1 6 1 0
13 * 0 0 11 13 2 4 4 4 7 11 4 0 4 0
24 * 3 10 6 9 2 4 3 3 3 6 1 0 0 1
25 * 2 9 3 4 2 3 3 0 5 5 4 6 1 0
27 0 0 0 0 2 1 2 0 0 0 0 0 0 0 0
32 0 0 0 3 4 0 0 4 0 2 2 1 0 1 1
34 0 0 0 1 2 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0
39 0 0 1 1 3 0 0 0 0 1 1 0 0 1 0
55 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
56 * 0 0 0 3 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0
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成功 試投 成功 試投 成功 試投 OR DR TOT
0 * 0 0 12 18 5 9 4 10 10 20 6 1 1 1
3 0 1 4 0 3 0 0 2 2 3 5 0 1 0 0
12 * 0 0 1 5 0 3 2 1 5 6 4 0 0 0
25 * 0 2 1 3 1 1 2 2 1 3 3 1 0 1
45 * 1 14 3 7 0 0 0 2 3 5 1 0 3 0
51 0 0 0 0 3 0 0 3 1 1 2 1 0 0 0
75 0 0 2 3 8 3 3 0 2 1 3 1 0 0 0
88 * 0 5 3 5 0 0 5 1 5 6 5 2 1 0

0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -
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記録

２次リーグ戦 勝チーム

試 合 日 2016.10.16
甲南大学開始時間 14:30

会　　場 大阪教育大学

２０１６年度関西学生バスケットボールリーグ戦

甲南大学

Ｆ REBOUND№

コ ー ト 勝ち点 7 勝ち点 9試 合 ＮＯ257

73 61

敗チーム

大阪産業大学

男子

戦評
【総括】
関西学生バスケットボール2部リーグ戦二次リーグ3日目最終試合は二次リーグは前回接戦を制し連勝を狙いたい
甲南大学と一次リーグ1位通過で勢いに乗る大阪産業大学の一戦となった。序盤は甲南大が猛烈な得点力を見せ
リードを手に握る。第二ピリオド、大産大はうまくミスマッチを作り、リング下で得点を重ねる。また得意のインサイドプ
レイで相手のファウルを誘い、フリースローで点差を縮める。しかし甲南大も粘り強いディフェンスで相手のタンオー
バーを誘い、速攻からのレイアップや確率高いミドルシュートを決めゲームの主導権を握る。後半の序盤は両者共
に激しい攻防が続く。序盤からの勢いそのままに泥臭いプレーで勝る甲南大に軍配が上がる。

【第1ピリオド】
大産大#25松田のバスケットカウントで試合が始まる。しかし流れを渡すまいとすぐに甲南大#13武田がリング下でや
り返す。両チームとも固いディフェンスをして、なかなかスコアが得点が入らない。時間を動かしたのは甲南大。相手
のタンオーバーを誘い速攻からのレイアップシュートを決め試合の流れを掴む。その後も甲南大#24藤井のミドル
シュートで点差を広げる。大産大も#45金はタップシュートと速攻レイアップシュートを決め流れを取り返す。第一ピリ
オド終了直前、甲南大#25田中が3Pシュート決め、22-16で第1ピリオド終了。
【第2ピリオド】
第二ピリオド始めは大産大の#12玉井と#0福原のビッグマンがミスマッチを使いリング下での得点に成功する。しかし
甲南大#24藤井、#32太田はミドルシュートでやり返す。甲南大#24藤井の3Pシュートを決め点差を二桁に広げる。負
けじと大産大#0福原が再びバスケットカウントを決めるが甲南大が12点リードで前半を終える。

【第3ピリオド】
第三ピリオド、甲南大ボールでスタート。両チームともミスが目立ちなかなか得点につながらない。甲南大#25田中の
3Pシュートを決めさらに#24藤井のリバウンドシュートで点を広げる。大産大も#45金の3Pシュートと#0福原の連続得
点で喰らいつく。その後も大産大が勢いに乗り#45金、#75伊東、#0福原がシュートを沈め一桁差まで縮める。甲南
大も激しいディフェンスから得点をかさね両者ゆずらず第三ピリオドを44-53甲南大リードで終える。

【第4ピリオド】
第四ピリオド、大産大#0福原の得点でスタートするが、甲南大#25田中、#24藤井の得点で突き放しにかかり、甲南
大に流れが傾きかけたが、大産大の粘り強いリバウンドからのバスケットカウントで点差を縮める。しかし大産大はタ
ンオーバーが目立ち流れに乗りきれない。終盤#24藤井の連続3Pシュートで点差で広げていく。すかさず大産大は
タイムアウトを取り、流れを切りたいが、前半からリードを譲らず最後まで得点を重ねた甲南大が73－61で勝利した。
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